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は し じ し 

南あわじ 市 で は 、 暮 らし や すく 魅力 ある 地域 づく 

の 都市 』 を めざす べき 都市 答 ・ 市 民 の 生活 像 に 掲げ て いま す 。 豊 か な 自 

古代 に お いて は 天皇 の 御 食料 を 献上 し た 「 御 食 国 」 の ひと つ で あり 、 塩 や 海産 物 が 都 に 納め られ て いま 

し た 。 こ の 海 の 幸 ・ 山 の 幸 ・ 里 の 幸 に 囲ま れ た 暮らし は 昔 か ら 変 わら ず 、 

め に 

り を 行う た め 、 『「 食 」 が は ぐ く む 、 ふ れ あ い 共 生 

然 と 

近年 の 画 場 整備 事業 を 主 と す る 大 規模 開発 に 伴う 埋蔵 文化 財 発 掘 調 

た 過去 の 住人 た ちの 遺し た も の が 次 々 と 確認 され て いま す 。 こ れ ら に よっ て 、 昔 の 集落 や 人 々 の 生活 道 

具 ・ 交 流 関係 な ど を 知る こと が で き 、 徐 々 に で は あり まう 3 

今回 報告 させ て いた だ きま す 平 成 19 年 度 に 実施 し た 調査 で は 、 弥 生 

に は 「 御 食 国 」 と 呼ば れ て いた 頃 の 古代 の 遺跡 も 含ま れ て いま す 。 岸 ノ 上 遺跡 や 大 

た と され る 塩 を 作る た め の 土 器 が 多く 出土 し 、 そ れ ら か ら 当 

で きま す 。 

現 

「 が 地域 の 歴史 も 解明 し て 

時 代 一 室町 時 

て へ と 続い て いま す 。 

\ さ つつ あり ます 。 

て の 遺跡 が あり 、 

野 遺 跡 で は 都 に 送っ 

時 の 人 々  の 暮らし の 一 部 を 垣間見 る こと が 

食材 に 恵まれ た 淡路 島 は 、 

査 で 、 南 あわ じ 市 で 生活 を し て い 

刊行 いた し ます 年 報 は 、 調 査 概要 と いう 形 で 不 十分 さも ある と は 思い ます が 、 今 後 も さら な る 努力 に 

より 地域 史 の 解明 と 当 市 の 文化 財 保 護 と 理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜り ます よう よろ し く 

お 願い し ます 。 

し 上 げ ま す 。 

例 

1 . 本 書 は 、 南 あわ じ 市 教育 委員 会 が 2007 (平成 19 = 

浮 後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 で ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 厚 く 感謝 を 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 

ーー ili 

[ 語 ] 

) 年 度 に 実施 し た 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友 美 ・ 宇 治田 力 ・ 

2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 

田 者 脇 美奈 子 ・ 和 白川 准 二 ・ 人 筒井 健司 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 

田 亜 希 子 ・ 概 本 早苗 ・ 三 宅 靖 子 ・ 演 崎 真紀 ・ 濱 本 

4 . 本 書 の 編集 は 、 的 崎 が 行っ た 。 執 筆 ・ レ イア ウ 

査 一 覧 表 に 記す 。 

5. 各 遣 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 多 く の 方 々 の ご 協力 と ご 指導 を いた だ 

に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る (敬称 略 ) 。 

伊藤 宏幸 ・ 伊 野 近 富 ・ 浦 上 雅史 ・ 岡 田 章 一 ・ 岡 本 

森内 秀 造 ・ 森 岡 秀 人 ・ 八 幅 興 

和装 美 が 行っ た 。 

一 秀 ・ 佐 藤 亜 聖 ・ 

塚 本 圭 避 

ト は 文末 に 記し て いる 。 

、 埋 蔵 文 化 財 調査 の 記録 で ある 。 

・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担当 し た 。 

調査 担当 者 に つい て は 、 

中 井 淳史 ・ 橋 本 久 和 ・ 百 瀬 正 

ド に 1 
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上 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

第 1 節 埋蔵 文化 財 調査 

第 2 侯 

・ 立 石 遺 跡 (2 次 調査 の 

久保 ノ カチ 遺跡 3 次 調査 ) す すす ーー リー 1 

2 木戸 原 (7 次 調査 ) 
3 岸 ノ 上 遣 跡 (2 次 調査 の の 

MM 岸 ノ 上 遺跡 (3 次 調査 の の 

5 炎 保 ノ カチ 遺跡 (4 次 調査 ) ササ ター ーー ーッ すす アテ ッッ すす 

6 下 中 原 遣 跡 (6 次 調査 2 の 

7 人 秋保 ノ カチ 遺跡 (の 次 調査 ) きま ター ーー ーー すす すす すす 

8 九 蔵 遺跡 5 次 調査 ) 貼 | 

9 下 中 原 遺 跡 (8 次 調査 

10 上 和久 保 遺 跡 (3 次 調査 
11 次 路 国 分 寺跡 (17 次 調査 2 の 

12 大 野 遣 跡 (2 次 調査



第 1 章 埋蔵 文化 財 事 業 の 動向 

平成 19 年 度 は 、 分 布 調査 1 件 、 立会 調査 1 件 、 確認 調査 6 件 、 本 発掘 調査 8 件 の 調査 を それ ぞ れ 行っ 

た 。 分布 調査 (20ha) ・ 立 会 調査 62.6 mi) ・ 確 認 (1,011 mm) ・ 本 発掘 調査 (11, 494.9 nf) の 合計 人 欧 

掘 調査 面積 は 12, 568.04 軸 で 平成 18 年 度 の 調査 量 (13, 390.7 ) と 比べ て や や 減少 と な る 。 

主 な 発掘 調査 は 、 こ れ ま で 同様 に 男 場 整備 事業 に 伴う 調査 の 割合 が 高く 、 県 営 画 場 整 備 事 業 の 大 日 川 

東 地 区 ( 問 集 福井 ) ・ 市 西 地区 (市 三條 市 福永 ) 、 団 体 営 画 場 整備 事業 の 東 沖田 地区 ( 阿 万 東町 ) ・ 

伊賀 野地 区 ( 北 阿 万 伊賀 野 ) ・ 八 幡 地 区 (賀集 八幡 南 ) な ど で 実 施し て いる 。 そ の ほか に は 野田 牛 内 線 

の 道路 改良 事業 を 行っ て いる 。 

な 調査 成果 と し て は 、 市 西 地区 (木戸 原 ・ 立 石 遣 跡 ) で は 弥生 時 代 一 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 、 八 幡 地区 

( 岸 ノ 上 ・ 大 野 遣 跡 ) で は 官 衛 的 要素 の 高い 古代 の 建物 群 や 遺物 、 大 日 川東 地区 (久保 ノ カ チ 遺 跡 ) や 

伊賀 野地 区 ( 下 中 原 遺 跡 ) で は 中 世 を 中 心 と する 集落 を 確認 し た 。 

試掘 調査 

平成 17(2005) 年 度 .( . _24.0 1, 464. 
平成 18(2006) 年 度 . . 12.0 2, 88 | 
平成 19(2007) 年 度 。 2.6 0.0 1、 011. ・ 

* 単 位 : ミイ 人 3 すさ は バト 

調査 量 と 職員 数 の 推移 1 

K
s
 

16000 

分 ] 14000 

部 42 12000 調 所 内 
奏 喘 | 19000 革 
回 数 8 1 8000 積 病 い ) ) > ] 89090 3 
h ー 4 40006 ご a 
( ] 2000 

平成 17(2005 年 記 0 平成 19(2007 年 度 ー 平成 17(2009) 年 度 ー 平成 18(2009 年 平成 319(2007 年 度 

調査 年 度 調査 年 度 
。 調 査問 環 立会 主査 gg ) 名 雪 回 正規 職員 欠 叶 瑞 店 時 職員 一 - を 一 発掘 面積 
| マス 人 人 ニー 

甚 時 中 調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

盛 葵 普及 活動 と し て は 、 ト ライ や る ウィ ー ク で 5 月 14 日 へ 18 日 に 三原 中 学校 の 3 名 の 生徒 が 、5 月 

28 日 一 6 月 1 日 は 南 淡 中 学校 の 2 名 の 生徒 が 市 内 の 遺跡 見 学 や 測量 ・ 人 発掘 作業 等 を 行っ た 。 発掘 調査 速 

報 展 一 平成 17・18 年 度 調 査 一 で は 、 南 淡 図 書館 (1 月 19 日 2 月 3 日 ) ・ 淡 路 人 形 浄 瑠璃 資料 館 (2 

月 9 日 一 24 日 ) ・ 西 淡 公 民 館 (3 月 1 日 へ 9 日 ) の 3 会 場 を 巡回 し て 展示 を 行っ た 。 (的 崎 ) 

トラ イ や る 作業 風景 発掘 調査 速報 展 風景 



第 2 章 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

第 1 節 埋蔵 文化 財 調査 一 覧 表 及 び 調 査 位 置 図 

同 | 事 業 名 | 所 在 1 | 所在 2 | 内 容 | 担当 者 ! 遺 跡 名 | 調査 期間 | 成 果 概要 

1 休 大 導 和 全 加 本 生生 
弥生 時 代 中 世 の 遺 構 を 確認 。 森戸 原 で は 古銭 が 一 部 
で 32 枚 出土 。 立石 は 多 生 時 代 後期 の 堅 六 住居 確認 (市 西 地 区 ) 

: 十 代 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確認 

古代 の 倉庫 群 と 中 世 の 集 落 な ど 確 認 

i 中 世 の 遺 構 ・ 貴 物 確認 

室町 時 代 の 遺構 確認 。 掘 立柱 建物 多数 確認 

+ | 経営 体育 成 基盤 整備 事業 
(大 日 川東 期 地区 9 工区 ) 

世 の 掘 立柱 建物 確認 、 備前焼 大 槍 数 点 出土 

地区 ) 

律令 期 の 遺構 ・ 遺 物 確認 

奈良 ・ 平 安 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 確認 

室町 時 代 の 遺構 確認 

奈良 ・ 平 安 ・ 鎌 倉 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 確認 。 掘 立 柱 建 物 を 1 
棟 確認 。 製 塩 土器 が 非常 に 多く 、 緑 衝 や 円 面 碑 も 出土 

: 土 師 器 ・ 和 須恵 器 ・ 陶 磁器 ・ 石 鱗 ・ サ ヌカ イト 採集 ( 湊 里 地区 ) 
経営 体育 成 基盤 整備 事業 
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第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調査 の 成果 

1 久保 ノ カ チ 遺 跡 一 3 次 調査 

みょう と ぎし 

所 在 地 _ 賀集 福井 字 夫 婦 岸 外 

事業 名 経営 体育 成 基 盤 整 備 事 業 

担当 者 坂口 弘 頁 

種 _ ーー 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 19 年 4 月 5 日 へ 5 月 18 日 

調査 面積 545.1 mm 

1 調査 内 容 

調査 の 位置 

本 調査 は 、 人 賀集 福井 地区 で 計画 され て いる 県 営 園 場 整 備 事業 に 伴う 本 発掘 調査 で ある 。 

調査 地 で ある 福井 地区 は 、 
現状 の 画 場 面 の 標高 は 45.42m を 測る 。 
画 の 変更 に より 、 
を 行っ た 。 
調査 の 結果 、 

が 確認 で きる 。 
も 北 に 向かっ て 徐々 に 厚 さ を 増す が 、 
遺物 量 は 少な か い 。 ベ ー ス は 黄色 系 の 土 
壌 で 部 分 的 に 直径 20cm 前 後 の 黒 色 ー 
褐色 系 の 礎 を 多量 に 含む 土壌 が 堆積 す 
る 部 分 が あっ た 。 前 者 の 黄色 系 の 土壌 
が 認め られ る 部 分 で は 遺構 の 分 布 も 比 
較 的 顕著 で 検出 作業 も 容易 で ある が 、 
後者 の 礎 層 が 顕著 な 部 分 は 遺構 分 布 ・ 
出土 遺物 共に 少な く 、 検 出 作業 も 困難 
で あっ た 。 
遺構 は 全体 で 確認 し た が 、 東 半 部 が 
中 心 と な り 、 西 半 部 に 分 布 す る 遺構 の 
大 半 は 出土 遺物 が な く 、 土 壌 が 黒く 変 
化し た 様 な 状況 で 判然 と し な い 。 主 な 
遺構 に は 掘 立柱 建物 3 棟 (SB 46) 
や 土 撤 ・ 小 穴 な ど が ある 。 
SB 4 は 、 南 北 2 間 (4.9m) 以上 X 
東西 1 間 以 上 の 規模 で 柱 間 が 2.42.5 
m を 測る 。 柱 筋 は N 2” EE 方 向 と な る 。 

三原 平野 を 構成 する 主要 河川 で ある 大 日 川 の 上 流 左 岸 域 に 位置 し て お り 、 

調査 は 、 昨年 度 1ー8 区 の 調査 を 進め て きた が 、 年 度 未 に 工事 計 

8 区 の 排水 路 部 分 北側 に 隣接 する 賠 場 面 の 掘削 を 行う こと に な り 、4 月 か ら 急 退 作 業 

調査 区 内 の 土 層 堆 積 は 調査 区 の 南 で は 耕作 土 と 床 土 状 の すぐ 下層 に 、 ベ ー ス と な る 土壌 

ベー ス は 北 に 向かっ て 傾斜 し て お り 床 土 状 の 下 に ある 中 世 頃 の 遺物 を 含む 灰色 系 の 土壌 

本 発掘 調査 区 (3 次 :2007 年 度 ) 

本 発掘 調査 区 (2 次 :2006 年 度 ) 

記 (S=1/4000) ンー 9 00m 

ーー 6 
・ 調 査 区 設定 図 
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出土 遺物 

SB 5 は 、SB 4 の 南 に 位置 する 南北 2 間 (4.75m) X 東 西 2 間 (3.7m) 以上 の 規模 で 柱 問 が 1.8 

2. 45m を 測る 。 南 北方 向 の 柱 間 が 東西 方 向 に 比較 し て 長い 。 南 北 の 柱 筋 は N7.5" W 方 向 と な る 。 

SB 6 は 、SB 5 と 重複 する 形 で 位置 する 南北 2 間 (4.6m) 以上 東西 1 聞 (2.4m) 以上 の 規模 で 柱 

間 が 2.32. 4m を 測る 。 南 北 の 柱 筋 は N11" W 方 向 と な る 。 

3 棟 の 建物 柱 穴 や 周辺 の 遺構 か ら は 土師 器 皿 や 白磁 (1 、 瀬戸 ・ 美 濃 系 の 皿 (12) な ど が 出土 し て お 

り 、 時 期 的 に は 15 へ 16 世紀 頃 が 中 心 と 考え られ る 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 中 世 頃 の 建物 を は じ め と する 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 出 土 遺 物 は 非常 に 少 

な い が 、 お お よそ 室町 時 代 後半 (15 へ 16 世紀 ) 頃 が 中 心 と 考え られ る 。 3 棟 の 建物 に つい て は 、 いずれ 

も 全容 は 把握 で き な い が 、 南北 方 向 に 主軸 を 有する も の で 構成 され る 。 2006 年 度 に 行っ た 隣接 する 調査 

区 で の 成果 を 参考 に すれ ば 、 建物 や 主要 遺構 は 傾き か ら 2 群 に 大 別 で き 、 室町 時 代 の 中 で 東 に 30 へ 40" 

方 向 の 傾き を 有する 一 群 か ら 南 北方 向 に 主軸 を 有する 一 群 に 変化 し た も の と 思わ れる 。 (坂口 

8 区 全景 ( 北 束 よ り ) 8 区 5bー5c 区 周辺 (北西 より )
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(調査 面積 57.4m 【2 区 】 

・13 が # 

穴 を 4 基 (10・11・13・14) 確認 し た 。4 基 は 規模 ・ 遺 構 埋 調査 区 東部 で 1 辺 が 1m を 超え る 方 形 

土 な ど 似 て いる が 、 近 接する た め 同 一 の 構造 物 を 構成 する も の で は な く 、 柱 穴 10・14、 柱 炎 11 

存 し て いた と 考え られ る 。 こ の 調査 区 は 山 惣 廃寺 の 北 200m に あり 、 寺 院 遺 構 の 可能 性 も 考え られ た が 、 

遺構 埋 士 は 堅固 で は な く 、 礎 石 や 版 築 は 認め られ ず 寺 院 建築 を 支え る に 足る も の で は な い 。 し か し 、 貴 



構 か ら 出 土 し た 遺物 は 時 代 判 定 が 困難 な 土師 質 土 器 小 片 の み で ある が 、 お そら く 奈 良一 平安 時 代 の 人 範 呈 

に 入る と 思わ れる た め 、 寺 院 に 付随 する 建物 の 可能 性 は ある 。 

2 区 平面 図 

6 区 】 (調査 面積 1162.0n) 

今回 の 調査 で は 最多 の 遺構 ・ 遺 物量 の 調査 区 で 、 

立柱 建物 16 棟 や 柱 穴 ・ 溝 ・ 土 を 確認 し た 。 

物 1・2 建物 1 は 土師 質 土 器 片 の み の 出土 で 

期 判 定 が 困難 で ある が 、3 次 調査 4 区 で 確認 し 

時 立柱 建物 群 と 規模 が 類似 し て お り 、 古墳 時 代 

思わ れる 。 そ れ ぞ れ に 屋内 棟 持 柱 を 持つ 。 

建物 3 長径 が 1m を 越す 大 型 柱 穴 で 柱 痕 が 確 

認 で き な い こと か ら 、 柱 穴 の 大 型 ・ 乱 れ は 柱 の 抜 

き 取 り の た め と 考え られ る 。 建 物 東 ・ 北 面 に 棚 も 

し く は 据 の 柱 穴 が 並ぶ 。 

建物 5・6 ・7 東 ・ 西 面 と 南 ・ 北 面 途中 まで の 出世 伐 古銭 出土 状況 ( 北 よ り ) 

変形 四面 席 を 持つ 建物 6 を 母屋 、 建 物 5 ・7 が それ に 付属 する 建物 と 考え られ る 。 

建物 9 ・10 柱 穴 か ら 焼 土 が 多数 出土 し た が 、 柱 穴 自 体 が 2 次 焼成 を 受け た 痕跡 は 確認 で き な か っ た 。 

土塊 42 古銭 32 枚 が 出土 し た 。 結び目 の ある わら が 銭 の 穴 の 中 に 残っ て お り 、 繕 の 状態 で あっ た こと が 

わか る 。 隣 接する 土 玉 41 で も 古銭 3 枚 が ば ら ば ら に 遺構 上 面 で 出土 し て お り 、 お そら く 同 じ の 銭 で あ 

っ た と 思わ れる 。 最 古銭 は 「 唐 國 通 害 」 ( 初 鋳 959 年 、 土 才 41 出 土 ) 、 最 新 銭 は 「 嘉 定 通 害 」( 初 鋳 1208 年 ) 

で ある 。 他 に 消 石 製 白玉 が 1 点 出 土 し た 。 

土 撤 349 長 辺 1.7m、 短 辺 0.45m、 深 さ 0.42m を 測る 。 湧 水 し て お り 、 最 下 層 で 板 状 の 木 や 種 ( 桃 ?) 、 

わら の よう な 植物 の 茎 な ど 植 物 遣 体 が 残存 し て いた 。 土 器 は 東 播 系 須恵 器 な ど が 出土 し た 。 建 物 5 に 伴 

うと 思わ れる 。 

土 所 595 瓦 器 ・ 瓦 質 土器 ・ 青 磁 ・ 東 播 系 須恵 器 な ど が 出土 し た 。 流 水 や 沼 水 は 認め られ ず 、 地 山 で ある 

暗 灰 糧 色 砂 質 土 が 2 次 堆積 し て お り 、 掘 削 後 し ば らく その まま 放置 され て いた よう で ある 。 建 物 3 に 伴 

うと 思わ れる 。 

落ち 2 中世 の 土器 を 含む 。 湧 水 が 激 し く 、 一 部 分 で 松葉 が か た まっ て 残存 し て いた 。 調 査 地 周 辺 は 

「 出 湧 」 と 呼ば れる 湧 水 地点 が 多く 存在 し 、 落 ち 2 も その よう な 場所 で あっ た と 思わ れる 。 

建物 の 変遷 は 1 つつ 2 つつ 3・4 つ 5・6・7 つ 8 つづ つ 9・10・11・12 と な る 。 建物 8 より 13 世 紀 前 半 の 夏 

鍋 が 出土 し て お り 、 周 辺 の 出土 遺物 より 建物 5ー8 は 鎌倉 時 代 、 9 12 は 室町 時 代 と 考え られ る 。 建 物 

13 へ 16 は 出土 土器 で は 時 期 判定 が 困難 で あっ た た め 変 遷 に は 加え な か っ た が 、 中 世 以 降 の 遺構 と 考え る 。 
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(出土 時 に 上 を 向い て いた 面 を “ 表 " と し た ) 

土 琉 42 出土 古銭 一 覧 

=1/1 番号 は 一 覧 と 一 致す る ) 土 琉 42 出土 古銭 $ 

ンー 

ーー 8 / 

10cm ぶた 

生 基 因果 

建物 別 出土 土器 
1 へ 4. 建物 3 5 へ 8. 建物 6 9…11. 建 物 8 12. 建 物 9 13・14. 建 物 14 15・16. 建 物 15



6 区 遺構 出土 土器 
ーー』 財 議 二 ーー… 周 計 品 』 寺 ーー デ 寺 潮 1 へ 14. 土 垢 127 15. 土 垢 157 

周 寺 oo ご ・ デ 寺 計 oo は“。 寺 計 e+ 該 は oe 寺 計 oo 

いっ 噴 品 ] ぃ 』 二 計 8o 

【8 区 】 (調査 面 積 co) 

る 。 

滞 と 土 琉 ・ 方 形 周 溝 墓 を 確認 し た 。 

和 江 12・13 土師 質 土 器 小 刻 の み の 出 土 で ある が 、 上 層 

の 遺物 包含 層 の 遺物 より 、15 世 紀 代 の 遺構 と 考え られ 

江 5・20・24_ それぞれ 土師 質 土器 小 語 の み の 出 土 で 

ある 。 潮 5 と 20 は 遺構 埋 士 ・ 形 態 か ら 併 存 で は な いと 

思わ れる が 、 先 行 関係 は 不明 で ある 。 

方 形 周 溝 募 _ 遺体 埋葬 部 で ある 墳丘 は 削 平 され て な く 、 

周 溝 (遺構 29) も 

溝 よ り 弥 生 時 代 中 

式 石 鐘 3③) が 出土 し た 。 し か し 、 須 恵 器 刻 も 共 伴 し て お り 、 上 層 か ら の 混入 の 可能 性 が ある 。 墳丘 直上 

より サ ヌ カ イト 製 

可能 性 が ある 。 

2 ググ 所 で 和牛 の 足 

小屋 様 の も の が あ 

北西 側 は 残存 状況 は 悪い 。 南 側 の 周 

閉 の 土器 と と も に チャ ー ト 製 の 凹 基 8 区 和牛 の 足跡 (北東 より ) 

の 和 男 基 式 石 鉄 ⑥) が 出土 し た 。 こ れ も 同 様 に 周 溝 墓 に 伴う 遺物 で は な く 、 上 層 遺 物 の 

跡 を 多数 確認 し た 。 限 られ た 範囲 内 に 足跡 が 密 に ある た め 、 農 耕 に 伴う も の で は な く 

っ た 可能 性 が ある 。 時 期 は 不明 で ある 。 
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建物 1 緊 穴 住居 出土 銅 鑑 
do 思わ れる 半 と 後期 後半 生 1 間 X メ 2 間 で 、 弥 
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2 まとめ 

一 般 的 で な い 遺 物 の 

上 と な る 。 特に 6 区 で は 中 世 集 落 に お ける 建物 構成 が 建物 5ー7 、 建 物 9 

磁 碗 や 瀬戸 美 濾 天 目 茶碗 な ど 、 突 で ある 龍泉 窯 系 磁 

木戸 原 遣 跡 は 弥生 へ 室町 時 代 の 遺跡 で あり 、 今 回 の 調査 で は 遺構 の 分 布 は 全体 的 に 希薄 で ある が 、 鎌 

倉 時 代 ・ 室 町 時 代 の 遺構 が 

12 か ら わ か る 。 ま た 、 輸 入 陶 

力 者 が 所 在 し た と 思わ れる 。 遺 物 包含 層 か ら は 須恵 質 の 縄 目 タタ キ の 瓦 片 が 出土 し て お り 、 
ーー 

出土 か ら 
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9 区 出土 遺物 

1…10. 堅 穴 住居 上 層 11ー13. 堅 穴 住居 下層 14・15. 住 居 内 遺構 6 16. 住 居 内 遺構 13 17…20. 遺 構 36 

2 区 の 方 形 柱 穴 を 含め て 淡 路 国分 寺 創 建 期 と 同時 期 と 考え られ て いる 山 惣 廃 圭 と の 関連 を 考慮 し て いか 

な けれ ば な ら な い 。 

れ ま で の 調査 か ら 弥 生 時 代 中 期 ・ 

良 時 代 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 の 広 範囲 な 複合 遺跡 と わか っ た 。 特 に 古墳 時 代 ・N 
プイ 3 期 

事業 対象 地 で の 木戸 原 遺 跡 の 発掘 調査 は 本 調査 で 終了 と な る が 、 

後期 ・ 古 墳 時 代 前 期 ・ 

に は 大 和 王 権 と の 強い 関わ り が あり 、 そ れ ら は 前 期 古 墳 の 不在 に 大 きく 関わ っ て くる 可能 性 も 考え られ 

る 。 

! 世 の 遺構 が 確認 で き 、 新 た な 集落 の 展開 が 今後 期待 で きる 。 

も の の 弥生 時 代 の 遺跡 より 銅 鱗 は 出土 し て お ら ず 、 今 回 出土 

遺跡 で ある 9 区 で は 弥生 時 代 後期 と 

れ ま で 南あわじ 市 内 で は 、 採 集 品 は ある 

立石 
に っ 
ヘー 

( 定 松 ) と で 弥生 時 代 に お ける 立石 遣 跡 の 存在 は 重要 な も の と な っ て くる 。 し た こ
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No. 

2 まとめ 

、 責 辺 寺 山 山 裾 の A 地 点 は 平安 時 代 中 頃 、B 地点 は に より ) に 2 次 調 と 本 調査 ( 昨年 度 (1 次 調査 ) 

古墳 時 代 か ら 中 世 頃 の 遺跡 が 想定 され る (坂口 0 

No. 34 調 査 区 

査 区 1 次 (2006 年 度 ) 

器 確認 調査 区 :2 次 (2007 年 度 ) 

ーー 1/50〉 GS 

No. 35 調 査 区 ヒー ニーロ 100mm 1/4000) 【 に 

調査 区 設定 図 調査 区 平面 図



遺跡 

え
 上
 

う
 

の ノン 

ィ 

100m / 

機 ・ 人 力 併用 で 行 

本 発掘 調査 区 

f/4000) の 

区 ) 回 (1 へ 3 

調査 の 位置 

調査 区 設定 図 

。 西側 に 向かっ て 階段 状 に 高く な る 地形 で 

ょ 、 南 辺 寺山 の 谷 か ら 流 され て きた 様 な 礎 を 含ん だ 黄色 系 の ( スズ 

標高 17.97m を 測る 

1 24 

ヽ 

悪 
ミン 

10 

守山 山裾 か ら 平 野 部 に か け て の 標高 11.8519.95m を 測る 水田 か ら な 

\k 
* 2 貞 

= 丘 。 

の 

10 

内 

で 師 

黒色 土器 な どの 遺物 が 出土 し て い 

また SK 

か ら は 緑 衝 陶 器 の 底部 (5) が 1 点 出 

土 し て い 

人 

る 主 ュ 

す 

6 

査 

ミ 

穫 † 

調 

ii 

掘 

平成 19 

調査 面積 2 

ィ 

区 中 央 東側 部 分 が 浅い 落 

ち 込 み (SX32) に な っ て お り 、 そ の 

周辺 か ら の 出土 が 顕著 で あっ た 。 

原平 野 西部 の 南 辺 

成果 より 地下 の 遺跡 に 影響 が お よぶ 部 分 3 ヶ所 (1 3 区 ) の 調査 を 

八幡 南 字 岸 ノ 上 外 

事業 名 基盤 整備 促進 事業 

賀 集 八幡 南 地 区 で 計画 され て いる 団体 営 園 場 整 備 事業 に 伴う 本 発掘 調査 で ある 。 

ベー ス の 上 に は 灰色 系 の 

462.6 

4 
ゴト 

末 発 

MN 

ィ 

oO 

0 

土 が 堆積 し て お り 、 土 

る が 、 そ の 他 は 土師 器 ・ 黒 色 

土器 な ど が 多く 

は 、 

は 

る 

( 

査 

調査 

明 な も の が 多い 。 中央 部 を 中 心 に 

遺構 が 多く 認め られ る が 、 建 物 と し て 

復元 は で き て いな い 。 

調査 内 容 

先 の 主 

期間 

で 

0 

山路 川 の 西側 に 隣接 する 調査 区 で 、 
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遺構 は 調査 区 全体 に 分 布 す る が 、 北 

と 南端 部 分 は 浅く 、 明 確 に 遺構 に な る 

南 辺 寺山 山裾 に 位置 

高低 差 が か な り 大 きい 。 調査 区 内 の ベー 

土壌 と な る 

砂 質 
中 は 

名 冶 

【1 区 】 

【 2 区 】 

査 

本 
1 

所 在 地 

種別 

り 、 

ろ っ た 

る 。 特 に 調 

か が 

土 し て い 

に な る も の と 思わ れる 。
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標高 13.15m を 測る 。 ほ ぼ 中 央 部 で ベー ス の 土壌 が 異な り 、 西 側が 黄色 系 粘 質 土 で 東側 が 礎 を 含ん だ 砂 

層 と な り 、 後 者 は 山路 川 の 江 江 原 と 考え られ る 。 確認 し た 主 な 遺構 に は 、 掘 立柱 建物 が 5 棟 ・ 溝 ・ 土 垢 ・ 

小穴 な ど が ある 。 

弥生 時 代 終 末 ー 古 墳 時 代 初頭 SD26 は 調査 区 中 央 を 南北 に 走る 溝 で 、 幅 っ 1.7m、 深 さ 約 0.5m を 

測る 。 弥生 時 代 終末 ご 古墳 時 代 初 頭 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

古代 掘 立柱 建物 2 棟 (SB 2・3) な ど が あり 、 い ずれ の 建物 も 南北 方 向 に 主軸 を 持つ 。 

SB 2 は 桁 行 2 間 (4.3 へ 4.4m) X 梁 行 2 間 (3.5~ へ 3.6m) の 側 柱 建 物 で ある 。 い ずれ の 柱 穴 も 柱 痕 

は 確認 で きず 、 埋 士 中 か ら 7 世 紀 前 半 ー 中 頃 の 土器 片 が 出土 し て いる 。 

SB3 は 桁 行 2 間 3.5m) 以上 X 梁 行 2 間 (2.4m) 以上 の 建物 で 、 南 と 西方 向 に 伸び る 可能 性 も あ 

る 。 柱 穴 か ら 8 世紀 末 ー へ 9 世紀 初頭 頃 の 須恵 器 ・ 土 師 器 ・ 製 塩 土器 が 出土 し て お り 、SB 2 より 新しい 

と 思わ れる 。 

中 選 掘 立 柱 建 物 (SB 1 ・4・5) な ど が ある 。 

SB 1 は 調査 区 北東 部 に 位置 する 桁 行 5 間 (9.0m) x 染 行 2 間 (3.9m) の 建物 で ある 。 北 側 1 聞 と 

南側 2 間 分 は 席 と 思わ れる 補助 的 な 柱 穴 と 考え られ る 。 

SB 4・5 は 調査 区 南西 部 に 位置 する 2 間 X 3 間 の 建物 で ある 。 

いずれ の 建物 も 遺物 が 非常 に 少な く 、SB 1 か ら 土 師 器 小片 1 点 、S B 4 は 周辺 遺構 か ら 和 白磁 碗 な ど 

が 出土 し て お り 、 両 建 物 は 12 世紀 末 ー13 世紀 中 頃 と 思わ れる 。 ま た SB 5 は 周辺 遺構 か ら 15 世紀 前 半 

頃 の 土師 器 鍋 が 出土 し て いる 。 

【3 区 】 

農道 を 挟ん で 2 区 の 西 に ある 調査 区 で 、 標 高 12.88m を 測る 。 確 認 し た 主 な 遺構 に は 、 掘 立柱 建物 14 

棟 ・ 溝 ・ 土 塊 ・ 井 戸 ・ 小 穴 な ど が あり 、 調 査 区 を 横断 する SD47 より 北側 を 中 心 に 遺構 が 分 布 する 傾向 

が ある 。 

区 生 時 代 調査 区 北端 に ある SX 6 か ら 前 期 と 思わ れる 疾 口 縁 部 (3 の が 出土 し て いる 。 

古墳 時 代 古墳 時 代 の 遺物 が 出土 する 遺構 は 少な い が 、SD47 や SK362 な ど が ある 。 

SD47 は 調査 区 中 央 を 東西 に 横断 する 溝 で ある 。 規模 は 幅 2.0ー5.0m、 深 さ は 西端 の 南北 に 少し 膨 ら 

ん だ 部 分 で 約 1m と な る 。 遺 物 は 西 半 部 下層 に 古墳 時 代 初頭 頃 の 土師 器 が 、 東 半 部 下層 に は 古墳 時 代 中 

頃 の 須恵 器 ・ 土 師 器 が 多い 。 ま た 滑石 製 の 石 製品 が 2 点 ( 剣 形 品 1 点 ・ 臼 玉 1 点 ) 含ま れる 。 上 剛 に は 

古代 の 遺物 が 含ま れ て お り 中 世に は 埋没 し て いた も の と 思わ れる 。 

SK362 は 調査 区 中 央 西 よ り に ある 約 3.5m 四 方 の 方 形 の 土 近 で ある 。 須 恵 器 を 模 令 し た 土師 器 (50) 

な ど 5 世紀 6 世紀 末 頃 と 思わ れる 遺物 が 出土 し て いる 。 

古代 遺跡 の 中 心 と な る 時 期 で S X500 や 掘 立柱 建物 を 8 棟 (SB1・2・3・6・7・8・9・11 

な ど を 確認 し た 。 

SXX500 は SD47 の 北東 部 に ある 南北 

7 世紀 前 半 ー し | で の 土器 が まとまっ て 出土 し て いる 。 遺物 の 

師 器 樺 (61) や 移動 式 夫 な ど が 含ま れる 。 
建物 和 

と る 。 

F は 、 調 査 区 内 中 央 を 南北 方 向 に 配置 され て お り 、 主 軸 が 2 

6.0mX 東 西 7.0mX 深 さ 0.5m あ まり の 落ち 込み で ある 。 

に は 体 部 内 面 に 同心 円 き 技法 が 残る 土 

区 の 古代 の 建物 と 同様 に 南北 方 向 を 
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平面 図 2・3 区 

穴 や 東 間 6.0m) X 梁 行 2 間 (3.8m) の 床 束 建 物 で ある 。 相 置 する 桁 行 3 立 

な どか ら 

f 北方 に 区 

ある 土 志 (SKK20) 

査 訓 SB 1 は 計 

鶴 が 出 土 し て いる 。 頃 の 土 質 > に き 良 時 代 前 
奈 YY 

[本 
} 
て 側 

8 
て 

穴 が 3 穴 あ 

> 

柱 建 物 で ある 。SB 2 が 東西 2 間 (3.5ー3.7m) X 総 
MSN する f 立 置 1 に 仙 は いずれ も SD47 の 南 

准 北 2 間 (2.9 へ 3.4m)、SB に 

1 
【』 SB 2・ 

南北 2 間 (3.6m) X 東 西 2 間 (3.0 へ 3.2m) の 規模 で SB 2 の * 3 が 

SB 3 は 図 化 で きる 遺物 は な く 、 根 石 を 持つ 村 出土 し て いる 。 恵 器 近 G 蓋 768) が 須 ) 
\ いい 
プ 3 方 より 

る 。 

行 3 間 (4.54.6m) X 梁 行 2 間 (3.8ー3.9m) の 』 
テー 

レ SB6 が oO する 

総 柱 建 物 で ある 。SB 7 は 桁 行 2 間 ③3.3 へ 3.4m)X 梁 行 2 間 (2.9 へ 3.0m) の 側 柱 建 物 で ある 。 SB 6 村 

位置 リン 
い ー 

ーー 
ンプ 司 査 区 北 すま ( 7 SB6・ 



穴 よ り 奈 良 時 代 前 半 頃 の 須恵 去 二 底 部 片 7 カ が 出土 し て お り 、 両 建物 は 一 部 重複 し SB7 が 古く 7 世 

紀 前 半 へ 中頃 と 思わ れる 。 

SB 8・9 は 、 調 査 区 中 央 に 位置 する 。SB 8 は 桁 行 3 間 (4.8 へ 5.3m) X 梁 行 2 間 (2.5 へ 3.1m) 、 

SB 9 は SB8 の 南 に ある 桁 行 3 間 (4.4m) X 梁 行 3 間 (4.0m) の 総 柱 建 物 で ある 。 い ずれ も 図 化 で 

きる 遺物 が な い 。 両 建物 は 近接 し て いる た め 同 時 併存 は 考え に くく 、SB 8 の 柱 穴 より 須恵 器 款 G 身 の 

口 縁 部 と 思わ れる 破片 が 出土 し て お り 7 世紀 前 半 ー 中 頃 、SB 9 が 8 世紀 前 半 頃 を 考え て いる 。 た だ し 、 

SB 8 の 柱 穴 か ら 出 土 し た 須恵 器 近 G 身 は 小 破 片 で ある た め 、8 世紀 前 半 頃 まで 年 代 が さがる 可能 性 も 

ある 。 

SB11 は 調査 区 北端 に 位置 し て お り 、SB 1 と 一 部 重複 する 。 南北 2 間 (4.4m) 以上 X 東 西 1 間 (2.2 

m) 以上 の 規模 で 、 柱 穴 よ り 厚 手 の 製塩 土器 片 が 出土 し て お り 、SB 1 より 新しい と 思わ れる 。 

中 選 掘 立柱 建物 6 棟 (SB4・5・10・12・13・1 の 、 井 戸 (SE217) や 溝 な ど が ある 。 

SB 5 は 桁 行 3 間 (7.37.5m) X 梁 行 2 間 (3.9m) の 総 柱 建物 で 北 ・ 西 ・ 束 の 三方 に 桶 状 の 施設 

を 持つ 。 そ の 南 と 西 に や や 小さ め の SB 4 ・10 が 位置 する 。 

S B1214 は 調査 区 西部 に 位置 する 。 い ずれ も 3 4 間 、 床 面積 30 融 程 度 の 正方 形 に 近い 建物 で あ 

る 。 SB12 に は 東側 に 出入 り 口 と 思わ れる 1 間 分 の 張り 出し が 認め られ る 。 柱 穴 か ら 瓦 宮 塊 な ど 12 世 

紀 末 へ 13 世紀 中 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

SE217 は 調査 区 中 央 、 中 世 の 建 物 群 の 南 に 位置 する 素 堀 り の 井戸 で ある 。SD47 と 切り 合い 関係 に 

あり SE217 が 新しい 

器 こ ね 鉢 ・ 瓦 鶴 塊 ・ 白 

。 規模 は 南北 2.2mxXx 東 西 2.4mX 深 さ 1.15m で 平面 が 円 形 を な す 。 遺 物 は 須恵 

磁 な ど が 出土 し て お り 、 先 の 建物 跡 と 同様 の 時 期 と 思わ れる 。 

近世 これ まで の 時 

に 位置 付け で きる 。 

2 まとめ 

と 異な り 、 建 物 が 認め られ な く な る と 同時 に 遺構 数 ・ 遺 物量 が 極端 に 減少 する 。 

SK476・SD99 が あり 、 後 者 の 遺構 か ら 煙 管 (91) な ど が 出土 し て お り 、18 世紀 後半 ー19 世紀 前 半 頃 

本 調査 に より 、 弥 生 時 代 一 近世 まで の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 

弥生 時 代 古 墳 時 代 に か け て は 、 住 居 は 確認 で きず 、 2 区 SD26 や 3 区 SD47 と いっ た 潮 な どか ら 遺 

物 が 出土 し て いる 。 遺物 の 出土 量 が ある 程度 まとまっ て いる こと か ら 、 周 辺 に 集落 が 広がる も の と 思わ 

れる 。 

古代 は 、2・3 区 の 掘 立柱 建物 群 な ど 遺 跡 の 中 心 と な る 時 期 で 、4 時 期 (1I 期 : 7 世紀 前 半 ー 中 頃 

II 期 : 8 世紀 前 半 頃 、 

れる 。 1 期 の 遺構 に は 

3 区 SK20、 だ 村 期 は 2 

われ る 。 確認 で きた 建物 は 、2・3 区 合わ せ て 10 棟 の 内 、 床 束 建物 と な る 3 区 SB1 も 含め る と 6 棟 が 

四 期 : 8 世紀末 9 世紀 初頭 頃 、IV 期 : 9 世紀 後半 へ 10 世紀 頃 ) の 変遷 が 考え ら 

2 区 SB2・3 区 SB2・7・8・3 区 SX500、 期 は 3 区 SB1・3・6・9・ 

区 SB 3・SK161・3 区 SB11、 IV 期 は 1 区 の 遺構 が それ ぞ れ 該当 する も の と 思 

総 柱 建 物 と 非常 に 割合 が 高く 、 特 に T 期 の 建物 は 柱 筋 を 意識 する 様 に 列 状 に 配置 され る こと が 特徴 と な 

る 。 こ れ と は 対 販 的 に 山路 川 を 挟ん だ 東岸 に 立地 する 奈良 時 代 前 半 頃 の 大 野 遣 跡 は 、 側 柱 建 物 を 中 心 に 

構成 され 、 円 面 碑 な ど 

通 を 利用 し た 物資 の 保管 施設 、 後 者 の 大 野 遣 跡 が 管理 施設 に 位置 付け で き 、 官 笑 的 な 遺跡 と し て 機能 の 

分 担 が 想定 され る 。 

の 遺物 が 確認 され て いる 。 遺跡 の 立地 を 考慮 すれ ん ば 、 前 者 の 岸 ノ 上 遺跡 が 河川 交 
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2 区 SD26:19…27 
2 区 SB2(182) :28・(P177) 29・30 
2 区 SB3(P3) :35・(P10) 31 

(12 36・ (14) :32 へ 34 
3 区 SX6:37 
3 区 SD47 下 層 ( 東 半 ) :38ー45 
3 区 SD47 下 層 ( 西 半 ) 46・47 

フー 

2・3 区 出土 遺物 
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3 区 SK362:48 へ 50 
3 区 SX500:51 へ 61 
3 区 SK20:62 へ 73 

20cmm 

3 区 出土 遺物



86 

3 区 SB1(P264174・(P270) 75 
3 区 SB2(P232) :76 
3 区 SB6 (P293) 77 
3 区 SB4⑪110).78・(⑪184 わ 79・80 
3 区 SB5 13) :81 
3 区 SB12(P363) :82 
3 区 SB13 (P420) :83・(P461) :84 
3 区 SE217:85 へ 88 
3 区 SD99:89…91 

3 区 出土 遺物 

IV 期 と し た 9 世紀 後半 へ 10 世紀 頃 に つい て は 、 遺構 ・ 遺 物 が 南 辺 寺山 山裾 の 1 区 に 限定 され 、 建 物 跡 
な ど 復 元 は で き て いな い が 、 ほ ぼ 同 時 期 の 創建 と 考え られ る 山頂 に ある 南 辺 寺 古 堂 跡 と の 関連 が 想定 さ 
れる 。 
遺物 に つい て は 、 須 恵 器 ・ 土 師 器 を 中 心 に 製塩 土器 な 

ど が 出土 し て いる 。 こ の 内 製塩 土器 に つい て は 、 溢 路 島 

の 編 年 観 に 従え ば (淡路 島 の 古墳 時 代 』 溢 路 文 化 史料 

館 1993)、 丸 底 四 式 が I 期 、 丸 底 IV 式 が ・ 四 期 に それ 
ぞ れ 該当 し 、IV 期 に は 島内 で は 土器 製塩 は 終 疾 し て いた 
と 思わ れる 。 今回 奈良 時 代 前 半 と し た TI 期 の 3 区 SK20 

の 遺構 な ど を 中 心 に 、 形 体 が 砲弾 型 を な す 丸 底 V 式 (72 

・73) が 出土 し て いる が 、 お お よそ 器 璧 が 1 cm 未満 で 、 
8 世紀 末 ー 9 世紀 初頭 頃 の 四 期 と し た 2 区 の 遺構 な どか ら 出 土 し た 器 壁 が 1cm を 越す も の (35・36) と 
は 細分 が 可能 と 思わ れ 、 こ こ で は 前 者 の 回 璧 が 薄い も の を 丸 底 V a 式 、 後 者 の 器 壁 が 厚い も の を IVb 式 
と し 、 器 壁 の 厚 さ は 時 期 差 を 反映 し て いる と 理解 し て いる 。 ま た ・ 革 期 の 丸 底 IV a ・IV b 式 の 製塩 土 
器 に は 物 殻 が 非常 に 多く 含ま れる の が 特徴 で 、 市 内 で は 三原 平野 西部 の 大 目 ・ 山 路 川中 流域 に 出土 量 が 
多い 傾 向 に ある 。 遺 物 全 体 の 中 で の 出土 時 の 割合 も 高く 、 先 の 建物 群 と の 関係 が 注意 され る 。 

世 か ら 近 世に つい て は 、12 世紀 末 ー13 世紀 中 頃 の 建物 ・ 井 戸 跡 と 15 世紀 前 半 頃 の 建物 跡 な ど 集落 
の 一 部 を 確認 し た と 考え られ る 。 そ の 後 近 世に か け て 遺構 ・ 遺 物量 が 減少 する と 同時 に 溝 な どの 遺構 が 

中 心 と な り 、 居住 城 か ら 生産 域 へ と 変化 が 想定 され る 。 (坂口) 

3 区 _SK20 出 土 製塩 土器 ( 丸 底 Va 式 ) 
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調査 区 設定 図 



耕 圭 

2.5Y5/4 黄 褐色 砂 質 土 (腐り 礎 含 む 、 床 土 ) 

2.5Y5/1 臣 灰色 砂 質 土 (Mn 沈着 、 遺 物 含む ) 

2.5Y4/1 区 灰 色 細 砂 質 土 (炭化物 少し 含む 、 遺 物 含む ) 

10YR5/1 掲 灰色 砂 質 土 に 7 ブロ ッ ク 状 に 混じる (遺構 埋 土 ) 

3 と 7 混じる 

10YR6/6 明 黄 宰 色 砂 質 土 ( 地 山 ) ささ
 

②③
 
本
 
お
 

QG
 

NN
 
一
 

1 耕 土 

2 10YR6/8 明 黄 褐 色 砂 質 土 ( 床 土 ) 
3 10YR3/1 黒 褐色 粘 砂 質 土 に 2.5Y7/6 明 黄 褐 色 粘 質 圭 ブロ ッ ク 状 に 混じる 
(遺構 坦 土 ) 

4 10YR4/1 揚 灰色 細 砂 質 土 (遺構 坦 土 
5 10YR4/1 宰 灰色 細 砂 質 土 に 10YR7/1 灰 白色 砂 質 エブロ ッ ク 状 に 混じる 
(遺構 埋 土 ) 

6 2.5Y4/1 黄 灰色 砂 質 土 
7 2.5Y5/4 黄 福 色 礎 混 砂 賀 土 (10…20cm 大 の 礎 、 地 山 ) 

No. 29 南東 壁 南西 避 
や 才 1 40.50m 、 < | ||| し 

っ 3 i 

耕 土 

2.5Y6/4 に ぶ い 黄色 砂 質 土 (腐り 礎 少 し 含む 、 床 土 ) 

10YR6/1 宰 灰色 砂 質 土 

10YR5/1 褐 灰色 細 砂 質 土 (Win 沈着 ) 

7.5YR4/1 欄 灰色 細 砂 質 土 (遺構 理 土 ) 
7.5YR5/1 褐 灰色 細 砂 質 土 

10YR7/8 黄 橋 色 砂 質 土 ( 地 山 ) 和
 
の
 

お
 
の
 

NN
 
の
 

/ ーー エー - s 
II | 
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し も な か は ら 

6 下 中 原 遺 跡 ー6 次 調査 一 

所 在 地 _ 北 阿 万 伊賀 野 宇 清水 外 

コニ
ー 

1 調査 内 容 

業 名 __ 基盤 整備 促進 事業 

担当 者 __ 的 崎 薫 

種 _ ーー 本 発掘 調査 

調査 期間 。 平成 19 年 7 月 18 日 9 月 13 

調査 面積 1, 322mr 

調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三 

原平 野 の 最 南 端 に 位置 し 、 標 高 30.0 へ 32.8 

mm を 測る 緩 斜 面 に 立地 する 田園 地帯 で ある 

上 記事 業 に 伴っ て 確認 調査 を 行っ た 結果 

中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 確認 し た こと か ら 、 事 
業 施 工 に よっ て 遺跡 に 影響 の 及ぶ 排水 路 部 
分 と 賠 場 面 に 関し て 記録 保存 を 行う こと と 

な っ た 。 調査 は ん ムード F 地区 に 分 け て 行っ た 。 

以下 、 主 な 調査 区 の み 記 述 す る 。 

【A 地 区 】 

排水 路 部 分 の 調査 区 で 69 志 の 調査 を 行っ 

た 。 遺 構 面 は 断面 観察 に よっ て 3 面 

溝 や 土 近 ・ 柱 穴 を 検出 し た 。 調査 区 の 幅 が 

Oo 

ィ 

鶴 認 し 、 

土師 質 土器 (1) 、 遺 構 2 から は 土師 質 土器 (2・3) 

器 が 出土 し て いる 。 時 代 は 室町 時 代 で ある 。 

1 
+ 
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狭い た め 、 建 物 の 有無 は 不明 で ある が 、 集 落 の 中 心 部 か ら は や や 外れ て いる と 思わ れる 。 遺構 1 か ら は 

・ 備前焼 、 遣 構 11 か ら は 土師 質 土 器 ・ 
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A 地 区 出土 遺物 
1. 遺構 1 2・3. 遺構 2



【E 地 区 】 ーー ) | 

、 ま 各 生 放 理 、 WM 一 

溝 や 土 寺 ・ 桂 穴 ・ 小 穴 な ど 山 . 

の 遺構 を 僅か に 確認 し た が 建 、 , 一 
物 の 復元 は 不可 能 で ある 。 貴 ニニ ニー ニニ ーーー ニー 
構 か ら 遣 物 は 出土 し て いな い E 地 区 包含 層 出土 遺物 
が 、 包 含 層 か ら 奈 良 時 代 の 用 
恵 問 吉 (2) や 室町 時 代 の 備前 焼 棚 鉢 (1) ・ 土 師 質 土器 、 江 戸 時 代 の 
陶器 な ど が 混在 し て 出土 し て いる 。 
【F 地区 】 
画 場 面 の 調査 区 で 338mf の 調査 を 行い 、 掘 立柱 建物 13 棟 ・ 土 塊 ・ 潮 な ど 室 町 時 代 後半 の 遺構 を 確認 し た 。 
主 な 建物 な どの 詳細 を 述べ る 。 
建物 2 梁 行 2 間 X 桁 行 3 間 で 建物 3 と 方 位 を 同じ くす る 。 柱 問 は 1.72.9m で 、 桁 行 の 中 央 部 は 2.9m、 
両端 は 1.7m で ある 。 柱 穴 か ら 土 師 質 土器 皿 (1 へ 3) や 青花 皿 ( な ど が 出土 し て いる 。 
建物 8 梁 行 2 間 X 桁 行 3 間 の 総 柱 建物 で 、 柱 間 は 2.5…3.0m で ある 。 柱 穴 か ら 土師 質 土 器 や 須恵 器 が 
僅か に 出土 し て いる 。 
建 
れ 
建 
い 

女 物 9_2 間 X 2 間 以 上 で 、 柱 間 は 2.5ー3.0m で ある 。 建物 10・11 と 同じ 方 位 を と り 、 周 囲 を 覆 で 囲ま 

て いる 。 柱 穴 は 他 の 建物 の 柱 穴 より 大 きく 、 深い 。 土 師 質 土器 な ど が 出土 し て いる 。 

召 物 10 _ 梁 行 1 聞 X 桁 行 2 間 以 上 で 柱 問 は 2.5mー3.4m で ある 。 柱 穴 か ら 土 師 質 土 器 が 僅か に 出土 し て 

る 。 西 側 に ある 革 (遺構 7) は 建物 11 と 共有 する 区 画 溝 の 可 能 性 が ある 。 

建物 11 染 行 1 間 以 上 X 桁 行 2 間 の 庶 付 き 総 柱 建物 と 考え られ 、 柱 問 は 2.3ー3.1m で ある 。 遺 物 は 僅か 

に 土師 質 土 器 が 出土 し て いる 。 

建物 12 建物 13 と 同じ 方 位 を 取り 、 梁 行 2 間 以上 メ 桁 行 3 間 で 、 柱 問 は 2.3mー3.5m で ある 。 柱 穴 か ら 

土師 質 土 器 皿 ⑯・ カ が 出土 し て いる 。 建 物 と 平行 し て 北 と 西側 に 棚 列 が 並ぶ 。 

建物 13 数 行 2 間 X 桁 行 2 間 の 席 付 き 総 柱 建物 で 、 柱 問 は 数 行 が 2.2mー2.8m で ある 。 染 行 と 桁 行 が 垂 

直 で は な く 、 や や 姜 形 を 呈す る 。 柱 穴 か ら 土 師 質 土器 皿 ⑧ー10) や 青磁 が 出土 し て いる 。 

時 立柱 建物 は 遺構 の 切り 合い や 方 位 、 建 物 間 の 距離 な どか ら 室 町 時 代 後半 に 4ー5 回 の 建て 替え を 行 

っ つて いる と 考え られ る が 、 遺 物 が 少な いた め 建 物 1 ー8 は 前 後 関係 が 明確 で は な い 。 建 物 9 二 11 は この 

集落 で の 最盛 期 と 考え られ 、 中 で も 比較 的 規模 が 大 きく 杜 で 囲ま れ て いる 建物 9 は 、 中 心 的 な 建物 で あ 

っ つた と 思わ れる 。 こ の あと に 建物 12・13 が 建て 替え られ た と 考え られ る 。 

遺構 11・12 不定 形 の 大 型 土 舞 で ある 。 遺 構 11 は 深 さ が 35cm で 、 底 は ほぼ 平ら で ある が その 使途 は 不明 

で ある 。 遺構 12 は 深 さ が 50cm あ り 、 これ も 底 は ほぼ 平ら で ある 。 下層 埋 士 に は 炭 が 多く 含ま れ て いる が 、 

土 に は 火 を 受け た 痕跡 は 確認 で き な い 。 和 須恵 器 ・ 土 師 質 土器 ・ 焼 土 志 が 出土 し て いる 。 

その 他 の 遺構 か ら 瀬戸 美濃 系 の 施 生 陶器 (13・14) や 備前 焼 捕 鉢 (15…1) な ど が 出土 し て いる 。 

2 まとめ 

今回 の 調査 で 室町 時 代 後半 の 集落 を 確認 し 、F 地区 で は 何 度 も 建て 替え が 行わ れ て いる こと か ら 、 集 

落 の 中 心地 で あっ た と 考え られ る 。 今 まで の 調査 成果 か ら 、 下 中 原 遺 跡 の 初 現 は 室町 時 代 前 半 で あり 、 

この 地域 は それ 以降 に 集落 と し て 拓 け て いっ た と 考え られ る 。 (的 崎 ) 
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7 久保 ノ カ チ 遺 跡 一 5 次 調査 

所 在 地 _ 賀集 福井 字 有 信 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 ! 崎 裕司 

種別” 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 19 年 7 月 31 日 11 月 6 日 

調査 面積 約 1,495m 
上
 

1 調査 内 容 
調査 地 は 三原 川 を 流れ る 主要 河川 の 一 つ 、 大 日 川 の 中 一 上 流域 に 位置 する 。 扇 状 地 の 末端 近く に 位置 
し 、 東 南 か ら 北 西方 向 に 緩やか に 傾斜 する 地形 で ある 。 
確認 調査 (4 次 調査 ) の 結果 に 基づい て 、1 4 区 で 本 発掘 調査 が 行わ れる こと に な っ た 。 
【1 区 】 
約 145mf の 調査 区 で ある 。 土 垢 等 の 遺構 が 検出 で きた が 、 北 側 の 2 区 と 比べ る と 検出 遺構 は 少な か っ た 。 

【 2 区 】 
約 670mf の 調査 区 で ある 。 今回 の 調査 区 で 最も 検出 遺構 が 多く 、 特 に 中 央 か ら 南 側 に か け て 遺構 が 和 密集 
し て いた 。 確 認 調査 に よる 推定 範囲 より も 、 遣 跡 が 東西 に 広がる こと が わか っ た た め 、 工 事 の 影響 を 受 
ける 範囲 に つい て 調査 区 の 拡張 を 行っ た 。 主 要 な 遺 模 に つい て 次 に 述べ る 。 
遺構 70・71 備前焼 大 故 を 中 心 と し た 陶磁 器 片 、 東 播 系 須恵 器 鉢 や 土師 器 皿 等 、 礎 に まじ し っ て 大 量 の 遺 
物 が 出土 し た 土塊 で ある 。 遺 構 70・71 か ら 出 土 し た 破片 同士 で 接合 可能 な も ゃ の が あっ た 。 備 前 焼 大 放 は 
4 個体 以上 の 破片 が ある 、 そ の うち 口径 ・ 体 部 最大 径 ・ 器 高 の わ か る も の が 1 個体 あり 、 約 40・65・66cm 
を 測り 、 口 縁 部 は 玉 縁 状 を 呈し て いる 。 建 物 4 ・5 柱 穴 を これ ら の 出土 遺物 が 覆っ て いる こと か ら 、 こ 
れ ら の 建物 より 後に 土塊 が 掘ら れ 、 遣 物 が 埋め られ た よう で ある 。 
建物 3 当行 1 X 桁 行 3 聞 を 母屋 部 分 と し て 西側 1 メ 2 間 を 付設 し た 4 区 の 建物 1 ・2 と 同じ よう な 構 
造 の 建物 と 思わ れる 。 総 床 面積 は 約 21.9 で ある 。 
建物 4 総 柱 の 梁 行 2 X 桁 行 4 間 を 母屋 部 分 と し て 、 南 側 と 北側 に 鹿 と 思わ れる 付属 施設 が 見 られ る 。 
総 未 面積 は 約 55.6mf で 、 復 元 建物 中 最も 規模 が 大 きい 。 
建物 5 建物 4 の 母屋 部 分 の 柱 穴 で 南北 に 2 つ 柱 痕 が 並ぶ も の が 見 られ る こと か ら 、 建 て 替え が 行わ れ 
た と 判断 し た 。 い くつ か の 柱 穴 で 建物 5 が 建物 4 の 柱 痕 を 切っ て いる こと が 確認 で きた 。 建 物 4 の 西側 
の 柱 穴 は 柱 痕 が 1 つ で ある こと か ら 、 建 物 5 の 母屋 部 分 は 桁 行 の 西 1 間 分 が 少な く 、 梁 行 2 xX 桁 行 3 間 
と 推定 され る 。 建 物 4 同様 、 南 側 と 北側 に 廊 と 思わ れる 付属 施設 が 見 られ る が 、 北 側 の 付属 施設 は さら 
に 建物 西側 へ 回 りこ む 。 総 未 面積 は 約 45.2m 放 と 建物 4 より や や 規模 が 小さ く な っ て いる 。 
建物 6 当行 2X 桁 行 3 間 で 、 総 呆 面 積 は 約 14.3f で ある 。 
建物 7 梁 行 2 x 桁 行 3 間 で 北側 に 席 と 思わ れる 付属 施設 が 見 られ る 。 総 床 面積 は 約 21.4rf で ある 。 
建物 8 当行 1X 桁 行 3 聞 で 、 総 未 面 積 は 約 12.3T で ある 。 

【 3 区 】 
排水 路 の 設置 に 伴う 約 3 ベ 7 mm の 小 規模 な 調査 区 で 、 遺 構 や 出土 遺物 は 確認 で き な か っ た 。 

{て 



【4 区 】 

約 660 の 調査 区 で ある 。2 区 ほど で は な い が 中 世 の 柱 穴 等 の 遺構 が 検出 され 、 建 物 1 ・2 が 復元 で き 

た 。 建物 1 ・2 は ほぼ 同 方 向 で 、 総 床 面 積 も 32.2mT と 32.4 と ほぼ 同じ で ある こと か ら 建 て 替え が 行わ 

れ た と 推定 され る 。 建 物 1 は 梁 行 1 xX 桁 行 3 間 を 母屋 部 分 と し て 北側 の 1 X 2 間 が 付属 的 な 施設 と 推定 

され る 。 建物 2 に つい て は 南西 側 隅 の 柱 穴 が 検出 で き な か っ た が 、 建 物 1 と 同じ 構造 で 建て 替え が 行わ 

し た と 推定 され る 。 

建物 1 ・2 の 南側 で ほぼ 直角 に 屈曲 する 溝 を 検出 し た が 、 建 物 1 ・2 と ほぼ 同 方 位 で ある こと か ら 救 

地 の 区 画 等 、 建 物 と 関わ り を も つ 可 能 性 が ある 。 溝 の 西 側 延 長 に つい て は 耕地 造成 時 に 削 平 され て いる 。 

2 まとめ 

1 ・2・4 区 で 中 世 の 遺 構 が 検出 で きた 。 そ の 中 で も 2 区 が 遺跡 の 中 心 的 な 範囲 と 思わ れる 。 遺 構 の 

前 後 関係 は 建物 4 つ 遺 構 5 で 遺 構 70・71 が 切り 合い か ら 明 ら か に な っ て いる 。 他 の 建物 に つい て は 明 ら 

か で は な い が 、 方 位 か ら ① 建 物 4・5 、② 建 物 3・6 ・7、③⑨ 建 物 8 の 3 群 に 分 類 で きる 。 建物 6 と 建 

物 4・5 が 重なり あっ て いる こと か ら ① 群 と ② 群 に は 時 期 差 が ある と 推定 され る 。 遺 構 70・71 の 出土 遺 

物 は 比較 的 富裕 な 層 の 所 持物 と 思わ れ 、 規 模 の 大 き な ① 群 建物 内 で 所 持 し て いた と 考え る の が 妥当 と 思 

われ る 。 お そら く ① 群 の 廃絶 後 、 ② 群 の 建物 を 建て る に あたっ て ① 群 の 廃棄 物 を 埋め た 土塊 が 遺構 70・71 

で は な いか と 思わ れる 。 こ れ ら の 遺構 群 の 時 期 で ある が 、 ま と まっ た 遺物 が 出土 し た 遺構 70・71 を 参考 

に する と 、 お よそ 14 へ 15 世 紀 頃 を 中 心 と する と 考え られ る 。 

4 区 で も 中 世 の 建 物 1 ・2 が 復元 で きた が 、 上 の ①ー③ 群 と は 全く 違っ た 方 位 を 示し て お り 、 出 土 遺 

物 も 少な か っ た た め 、 詳 細 な 時 期 に つい て は 今 の と ころ 不明 で ある 。 (山崎 ) M
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調査 区 設定 図
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8 遺跡 一 5 次 調査 一 

所 在 地 阿 万 東町 字 中 ノ カ イチ 外 

事業 名 基盤 整備 促進 事業 

担 当 山崎 裕司 

種 _ 別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 19 年 10 月 22 日 へ 11 月 30 

調査 面積 約 132mT (33 ヶ 所 ) 

1 調査 内 容 

調査 地 は 南あわじ 市 の 最 南 端 、 鴨 路 川 に よっ て 形成 され た 標高 2ー8 m の 低 平 な 沖積 地 に 位置 する 。 

答 路 川 は 現在 、 遺 跡 北 側 を 北西 の 方 向 へ 流れ て いる が 、 昔 は 今回 の 調査 地 の 西 端 付 近 を 南西 方 向 へ 流れ 

て いた と 伝え られ る 。 調 査 地 の 北方 向 に は 弥生 時 代 中 期 ・ 平 安 時 代 一 世 の 北 田 遺 跡 、 南 束 方 向 に は 古 

中 一 平安 時 代 の み の こ し 遺跡 が 立地 する 。 

当 遺 跡 は 平成 15 年 度 の 分 布 調 査 に より 存在 が 明らか に な り 、 平 成 17 年 度 に は 兵庫 県 教育 委員 会 の 発掘 

調査 に より 、 銀 製 の 和 同 開 球 の 出土 、 官 衛 的 な 遺構 が 検出 され る な ど 大 き な 成 果 が な あっ た 。 (「『 平 成 17 

年 度 年 報 』 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 2007) また 当 事 業 に 伴っ て 行っ た 1 4 次 調査 の 

結果 、 縄 文 時 代 晩期 中 世 の 複 合 遺 鷺 で ある こと が 明らか に な っ て いる 。 (『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 

査 年 報 』 南あわじ 市 教育 委員 会 2009、『 同 四 』 同 2010) 

今回 は 遺跡 で も 最も 海 に 近い 範囲 で ある 。 調査 区 No. 1 ・10・12・14・15・22・33 で 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 

を 確認 し た 。 

o.1 丸 底 四 ・IV 式 の 律令 期 の 製塩 土器 を 含む 遺物 包含 層 を 確認 し た 。 

No.10 飛島 時代 頃 の 須恵 器 款 G 蓋 と 思わ れる 破片 6⑥) が 出土 し て お り 、4 層 は No. 12 の 2 層 と 対応 する 

飛鳥 へ 奈良 時 代 の 包含 層 と 思わ れる 。 

No.12 2 層 か ら 飛 鳥 へ 奈良 時 代 頃 の 須恵 器 抹 B と 思わ れる 破片 (9) 等 が 出土 し た 。 柱 穴 状 の 遺構 が 検 

出さ れ た 。 

o.14 平面 だ お よび 断面 で 遺構 が 確認 で きた 。 遺 構 3 か ら は 律令 期 と 思わ れる 土師 器 片 が 出土 し て いる 。 

遺物 包含 層 は 耕地 造 成 時 に 削 平 され た よう で ある 。 

lo. 15 遺構 1 か ら 製 塩 土 器 と 思わ れる 細 片 が 出土 し 、 律 令 期 と 思わ れる 。 断 面 観 宗 で 2 層 も 遺構 で ある 

こと が わか っ た 。 こ れ ま で の 調査 成果 か ら 中 世 の 遺 構 理 士 で ある 可能 性 が 高い 。 . 

o.22 床 土 の 直下 が 遺構 面 で No. 14 同 様 、 包 含 層 は 削 平 さき れ た よう で ある 。 流 路 状 の 遺構 1 か ら 弥 生 時 

代 後 終 末期 頃 と 思わ れる 高 二 の 脚 部 片 (】 が 出土 し て いる 。 

o.33 奈良 時 代 頃 の 須恵 器 抹 B 蓋 と 思わ れる 破片 (7) 等 を 含む 遺物 包含 層 を 確認 し た 。 

2 まとめ 

これ まで の 確認 調査 (1・3・5 次 ) 成果 か みか ら 、 遺 跡 範 

E_ (No. 1) の 3 ヶ所 に 分 ける こと が で きる 。 

範 草 B は 東 か ら 舌 状 に 延び る 微 高 地上 に 分 布 す る 弥生 

は B_ (No. 14・ 

時 代 ー ーー 

15・22・33) 、D (No. 10・12)、 

で ある 。 上 述 の 県 調査 区 も こ 



の 範囲 に 含ま れ 、 九 蔵 遺跡 の 中 心 的 な 場所 と 言え る 。No. 15・33 の 西側 は 高低 差 が あり 、 段 丘 地 形 を 踏襲 

する 地形 と 思わ れる 。 今 回 の 調査 に よっ て この 段丘 地形 が B 地区 の 西端 を 画す る こと が わか っ た 。 ま た 

No. 15 付 近 で は 遺構 面 が 中 世 と 律令 期 の 2 面 に 分 か おれ て いる 可能 性 が ある 。 

範囲 D は 飛鳥 へ 奈良 時 代 頃 の 遺跡 が 広がっ て いる と 推定 され る 小 規模 な 範囲 で ある 。 こ の 周囲 に は 低 

湿地 状 あ る い は 水 の 影 響 を 受け た よう な 土壌 堆積 を 示す 調査 区 が 多く 、 周 囲 よ りや や 小高 い 地 形 を 呈す 

る 範囲 D 付 近 に の み 遺 跡 が 立地 で きた と 推定 され る 。 

押 囲 E は 調査 区 外 に 広がる た め 不 明 な 点 が 多い が 、 こ の 東側 に は 山裾 の 微 高 地 が 広がり 、 先 述 し た み 

の こし 遺跡 も 立地 し て いる 。 条 件 の 良い 場所 で ある の で 、 古 墳 一 平安 時 代 の 大 き な 遺 跡 範 囲 に な る 可能 

性 も 考え られ る 。 (山崎 

遺構 ・ 包 含 層 確認 
遺跡 範囲 

調査 区 設定 較 

ーー ボ リ り \ い トト | mp ノー||T 内 雪 

| 。 ) ii 上 | 前 較 計 必 本 語 准 10 

7 | 上 1 kN me9 __ / | ロニ ビー プク 

出土 遺物 

1.No.22 遺構 1 2・3.No.1 堆積 土 上 属 4.No.1 堆積 土 下 層 5・11.No.15 堆積 土 上 層 

6.No.10 3 へ 4 層 7・8・10.No.33 堆積 土 上 層 9.No.12 2 層 



No. 1 北 璧 
2.5Y7/4 浅 黄色 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 

2.5Y5/1 黄 灰色 粘 砂 質 土 ( 由 少 し 沈着 ) 
10YR5/2 灰 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 、 炭 少し 含む ) 

10YR4/4 褐 色 粘 砂 質 土 ( 炭 多く 含む 、 遺 物 含む ) 
10YR4/1 揚 灰色 粘 細 砂 質 土 (上 炭 含 む 、 遺 物 多 く 含 む ) 
10YR4/6 褐 色 粘 砂 質 土 ( 炭 少し 含む 、 遺 物 少 し 含む ) 
10YR5/1 宰 灰色 粘 砂 質 土 

7.50m * 

て
 

/
 
ー
ー
 

の
 

お
 
の
 

NN
 
一
 

揚 乱 

2.5Y7/2 灰 黄色 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し 沈着 、 遺 物 少 し 含む ) 

4 と 5 提 乱 状 に 混じる 

10YR5/1 楊 灰色 粘 砂 質 土 (Mn 少し 含む 、 遺 物 少 し 含む ) 
2.5Y7/6 明 黄 褐 色 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 、 地 山 ) 

に
 al
 

9
 

0
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カ
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て
 

No. 12 南 齋 南西 
1 

? 

5.30m ! 【 
2 

ーー て 

2.5Y6/1 黄 芝 色 砂 質 土 (Mn・Fe 少 し 沈着 、 床 土 ) 

10YR4/1 褐 灰色 粘 砂 質 土 (遺物 少し 含む ) 

10YR3/1 黒 褐色 粘 砂 質 土 (遺構 埋 土 ) 
2.5Y5/4 黄 褐色 粘 秒 質 土 ( 地 山 ) も

 
の
 
N
 

し 1 
ーー 

No. 14 
5.30m 

2.5Y7/1 灰 白色 砂 質 土 と 5 揚 乱 状 に 混じる 

5Y6/1 灰 色 細 砂 質 土 と 5 混じる (遺構 理 土 ) 

10YR5/1 宰 灰色 粘 砂 質 土 (Mn 沈着 、 炭 含む 、 遺 構 埋 土 ) 

3 と 5 混じる (遺構 埋 土 ) 

2.5Y6/8 明 黄 褐 色 砂 質 土 (WW 少し ・Fe 沈 着 、 地 山 ) GO
 
お
 
の
 
5
 
一
 

0
 

調査 区 平面 ・ 層 序 図



No. 15 南西 右 北西 避 

OYR7/8 黄 欄 色 砂 質 土 (Fe 沈着 、 床 土 ) 
OYR5/1 褐 灰色 砂 質 土 (Wn 少 し 沈着 、 遺 構 理 士 ) 
0OYR6/1 褐 灰色 砂 質 土 (Mn 少し 沈着 ) 
OYR5/1 宰 灰色 砂 質 土 (Fe 少し 、 孔 沈着 、 遺 物 含 む ) 
7.5YR3/1 黒 褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 沈着 ) 
7.5YR4/2 灰 褐色 粘 細 砂 質 土 
OYR4/3 に ぶ い 黄 宰 色 粘 細 砂 質 土 

7.5YR2/1 黒 色 粘 質 土 (遺構 1 埋 土 ) 
86 と 10 ブ ロッ ク 状 に 混じる 【( 遺 構 2 埋 土 ) 
OYR7/8 黄 枯 色 細 砂 質 土 ( 地 山 ) 

1 

2 

3 

て 

に 】 

の 

> 

に 

に 】 

0
 

No. 22 南西 璧 
5.90m 

2.5Y7/1 灰 白色 砂 質 土 と 4 混じる (Fe 少し 沈着 、 床 土 ) 
10YR6/1 褐 灰色 砂 質 土 (W 少 し 沈着 、 遺 構 1 埋 土 ) 
10YR4/1 掲 灰色 ご 3/1 早 褐色 細 砂 質 土 (Wn 沈 着 、 遺 構 1 埋 土 ) 
2.5Y6/8 明 黄 褐 色 砂 質 土 ( 過 n・Fe 沈 落 、 地 山 ) も

 
の
 

NN
 
で
 

No. 33 南 壁 西 壁 

1 _ 10YR6/6 明 黄 褐 色 砂 質 土 (Fe 沈着 、 床 土 ) 
2 10YR5/1 掲 灰色 砂 質 土 (Wn 少 し 沈着 、 遺 物 少 し 含む ) 
ea 10YR6/1 宰 灰色 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 遺 物 少 し 含む ) 
4 10YR4/1 宰 灰色 細 砂 質 土 (Mn・Fe 少 し 沈着 、 遺 物 少 し 含む ) 
5 _ 7.5YR3/1 黒 初 色 粘 細 砂 賃 土 (Wn 沈 着 〉 
6 2.5Y6/6 明 黄 褐 色 細 砂 質 土 (Mn 沈 着 、 地 出 ) 
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調査 の 位置 

調査 内 容 

本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 

1 

原平 野 の 最 南端 に 位置 し 、 標 高 25.4ー30.4m を 測る 緩和 斜面 

に 立地 する 田園 地帯 で ある 。 調査 は ん AH 地区 に 分 け て 行い 、F 地区 で 建物 な どの 遺構 を 確認 し た 。 

調査 区 設定 図 

染 行 の 1 間 の 柱 間 は 2.2m、 桁 行 の 柱 問 は 2.6m と 3.2m で ある 。 柱 穴 ィ 

【F 地区 】 

賠 場 面 と 水路 部 分 の 調査 区 で 、374m『 の 調査 を 行っ た 。 掘 立柱 建物 2 棟 ・ 土 塊 ・ 潮 など を 確認 し た 。 

建物 1 は 梁 行 2 間 X 桁 行 2 間 で 

遺構 23 と 40 は 柱 根 が 残っ て いた 。 建 物 の 柱 穴 や 周辺 の 遺構 埋 士 に は 焼 土 塊 が 含ま 

建物 2 は 2 間 以 上 X 3 間 の 建物 で 、 建 物 1 と は 

ィ は や や 大 きめ で 深く 

1 間 主軸 の 方 向 が 異な っ て いる 。 る も の が 多い 。 

の 柱 間 は 1.5m と 2. 2m で 

れ て い 

・2) や 備前 焼 搬 鉢 (3) dd 

町 時 代 の 人 範 叶 で ある が 、 遺物 が 少な い 
柱 穴 か ら 土 師 質 土 器 0 柱 穴 は 建物 1 より 小さ い ィ 

ロー 
・ 2 と も 

と か ら 建 物 1 と 同時 期 で ある 。 包 含 層 か 1 
て! 

が 出土 し て いる が 、 焼 土塊 は 含ま れ て いな い 。 建 物 1 

た め 明 確 な 時 期 差 は 不明 で あ 0 

その 他 の 遺構 で は 、 遺 構 75 は 浅い 溝 で 、 焼 土塊 が 含ま れる 

ら は 輸入 青磁 ( り が 出土 し て いる 。 



F 地区 平面 図 

ニコ ゴー ププ 、 

ノル ーー 
10cm 

7. 包含 層 

3. 建物 2 遺構 85 4・5. 遺構 47 

1・2. 建物 2 遺構 87 

6. 遺構 58-1 7 ーー テリ N。 

il 

1」 

F 地区 出土 遺物 
2 まとめ 

ド 中 原 遺 跡 は 室町 時 代 以降 に 拓 け た 集落 で あり 、 数 軒 の 家 が 小 規模 な 集落 と し 

と が わか っ て いる 。 今回 の 調査 で も 、 今 まで と 同 
マー 
fi 

今 ま で の 調査 成果 で 、 

て 田園 の 中 に 点 在 し 、 そ の 形態 は 現代 も 続い て いる 

様 に 、 室 町 時 代 の 小 規模 な 集落 を 確認 し た 。 
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も 合わ せ て 考え る と 、A 地 区 南 束 ・C 地 区 東 ・E 地 区 周辺 に 建物 が 建っ て いた 

下 中 原 遺 跡 だ け で な く 、 

いと 考え られ る 。 (的 崎 )



1 調査 内 容 

調査 地 は 牛 内 川 の 左岸 か ら 南 に 約 100m、 段 丘 I 

ー3 次 調査 一 

賀集 野田 字 上 久保 外 

i 道 野田 牛 内 線 道 路 改 良 事 

l 崎 裕司 

本 発掘 調査 

季 成 19 年 1 月 20 日 一 平成 20 年 1 月 5 日 

約 850m 

の た や ま 

調査 の 位置 

下 の 低 平 な 地形 に 位置 する 。 調 査 地 の 南 約 500m に 横 

穴 式 石 室 を 有する 野田 山 古 墳 、 南 約 200m に は 奈良 時 代 の 遺物 散布 地 で ある 野田 遺跡 が 立地 する 。 

区 で 本 発掘 調 

発掘 調査 年 報 1』 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2008) 今回 は 残り の CE 

【C 地 区 】 

約 260 の 調 

平成 14 年 度 に 行わ れ た 確認 調査 の 結果 に 基づい て 、 業 地 の 買 収 が 先 に 進ん だ A・B 地 

(2 次 調査 ) が 行わ れ 、 中 世 の 建 物 群 等 が 検出 され て いる 。 (『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 

区 で ある 。 遺構 面 が 一 部 2 面 に 分 か れ て いた 。 2 

取 区 の 調査 を 行う こと に な っ た 。 

印 と も 調査 区 北側 に 遺構 が 偏在 する 。 

第 1 遺構 面 の 遺構 314 か ら 出 土 し た 4 は 、 橋 形 タ イプ の 土 製 煮 炊 具 (岡田 章 一 ・ 長 谷川 皿 「 兵 庫 津 遺跡 

出土 の 土 製 者 

15 世 紀 後半 頃 

第 2 遺構 画 の 遺構 か ら は 1ー3・5・6 等 の 遺物 が 出土 し て お り 、 

14 世紀 頃 と 思わ れる 。 

【D 地 区 】 

約 450T の 調査 

炊 具 」「『 兵 庫 県 埋蔵 文化 財 研 究 紀 要 3』 兵 庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 2003) で 

と 思わ れる 。 

区 で ある 。 調 査 区 中 央 付近 に 遺構 が 偏在 する 。 

遺構 361 は 流 路 で ある が 、 南 東側 が 深く 土塊 状 を 呈し て いる 。 和 白磁 

【E 地 区 】 

約 140m の 調 

る 。 

調査 区 の 制 

な く 時 期 不 明 で ある が 、B 地 

れる 。 

2 まとめ 

2 次 調査 の A・B 地 区 と 比べ る と 、 遺 構 分 布 は 疎 ら で あ る 。A・B 地 

れ 1・3 棟 検出 され た が 、 今 回 の 調査 区 は 屋敷 地 の 周 縁 部 と 思わ れる 。 

思わ れる 土師 1・ 小 皿 710) が 出土 し て いる 。 

土師 器 皿 ・ 小 の 編 年 が 確立 し て いな いた め 詳 細 

お よそ 15 世 紀 後 3 上 ー16 世 紀 頃 、C 地区 第 2 遺構 面 と D 地 

(1 や 13 世 紀 後 半 へ 14 世 紀 頃 と 

時 期 は 不明 で ある が 13 世 紀 後 半 

区 で ある 。 地 区 南東 端 が 段丘 面 と な っ て お り 、 こ の 段丘 面 が 遺跡 範囲 の 境界 に な っ て い 

約 の た め 正 確 な 規模 は 不明 で ある が 1 xX 1 間 の 掘 立柱 建物 を 3 棟 検出 し た 。 出 土 遣 物 が 少 

区 の 建物 群 と 同じ し よう な 方 位 で ある こと か ら 15 世 紀 後 半 ー16 世 紀 頃 と 思わ 

区 で は 2xX 3 間 の 建物 が それ ぞ 

な 時 期 は 不明 で ある が 、 で ご 地区 第 1 遺構 面 と EE 地 区 が 

14 世 紀 頃 と 思わ れる 。 (山崎 ) 

| 

| 

謀 

| 
| 

| 

|



い
い
 

い
い
 

い
い
 い
い
 いい いい いい いい い

い
 いい いい いい いい い

の
り
 い
 いい いり いい い

い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 いい いい い

い
 いい いい いい の いい の

 い
い
 い
い
 いい いい いい いい いい いい 

い
い
 いい 

いい いい いい い
い
 

い
い
 い
い
 S
L
 

M/ 
MMWM 
W
W
 

ー
ー
 に
 

- 
|
 

| 

C 地 区 出土 遺物 
・2. 遺構 329 3. 遺構 340 4. 遺構 314 5・6. 遺構 34 つ 

E 地 区 平面 図 

UM 

史 定 図 

f 

| 

引
当
 

セ 
ー
 

Hi 
て
 

編
 

区
 

/
 

1
 

肪
 

査
 

4
 

貴
 

調 
、 

| 

記 地 区 

。 om さも 

D 地 区 - 

る 

キー ンプ 

遺構 361) 

9 

07…11. 

0 

D 地 区 出土 遺物 

.… 区 子 区 | [に 地区 



図
 

盟
 ホ
 
多
 

紅
 CO 



図
 回
 で
 
多
 穫
 ロロ 



ンー 
ニニ ニ

ニ
 

ニニ 
ニジニ 

スミ ジニ ジジ ニー
 ミー
 ミミ ビジュ ニュ ニニ ニ

ス
 こ
と
 た
 と
 ミニ
 ニ
ニ
 ビビ ンジ ミ

ア
 に
 だ
 

レ ペ っ 
に
 

・ 
の
 

|
 

。
 

の
 

紀 
ら
く
 

る 
ン
ー
.
 

周 
。 

8 
区 

に 
-
 

aa 
P
a
 
一
 

時 
| 

の 
ーー 

。 
の 

3 
に 回
 

引
 軒
 軒 2 

員
 

ど 
区 

た 
| 豊
中
 の | 

2
 

児
 

〇
 >
 

, 
K
|
 瓦
 
|
 

遣
 

》“ 置
 

-
 

状
 

~^)ー||… 
ツ
 
|
 

" 
位
 

(
上
 

8
 
1
 

- 
ココ 

軒
 

) 
の 

い
い
 

ト
 定
 
様
 A
B
 

は 
“ 
査
 

いい 
|
 一
 設
 じ
 
ン
ト
 

| 
| 

名 
方
 

っ 
区
 
司
 

け
 

中
 
|
 

中 
計
時
 

= 
>
 ッ
 

ik 
1
8
1
8
 

央
 | 

に
 

人
 記
 
ご
 

な
 
高 |
 |
 

gk| 
表 

中 
友
 

で
 
が
 

| 
ター4|u|】 

覧
 

。 
%。 
確
 性
 一
 宮 

[ 人
 全 

ペ 
| 

。
 

O
 

明
 
能
 

還 
因
 
回
 

区
 

人
 

可
 
|
 番 

車
 

い 
ン
 くく 

店 
認
 
天
 
る
 

確
 

ぶ
 が
 
な
 

ら
 

|
 

0
 上 

人
 

さ
や
 

1
 
幅
 

に
 上
 初
 あ
か
 

, 
剛
 
。
 
区 

穴 
本 
せ 世 

) 
区
 

リロ ーー ー
ー
 

キ
ー
 

才
 呈 

査
 

柱 
ご
 

点
 
1
 

4
 

- 
次
 

調
 

物 
ご 

( 
2
 
1
 

4
 

ー
ー
 

賠
 人
 
さ
と
 ー
ー
 

色
 

5 
5
 
、
 建
 .
 末 。 
瓦
 は 

- 
、 

の 
の 
土
 代
 
平
 

は
 

S 
代 
色
 

古 
。 

軒 
2 

跡
 

伴 
。 
約
 

約 
可 
査
 
。 

西 m
 
が
 
土
 ね な っ

 が
 
器 
る
 多
 の 

も
 
古
 
裕
 
い 

、 
内
 

業
 

寺
 に 。 

高 
幅 

精
 た 
東
 5
 

ご 
公
 
瓦
 か
 量
 
土 いい が

い
 

る 
、
 黄
 し 

点 
の 

岬
 

4
 

ハ
 
尋
 

標
 

は 
際
 

S 
、 
を
 
山
容
 
わ
 
物
 

は
 
て
 
世
 
多
 

い
 
ら
い
 
新
 

2
 
こ
こ
 

| 
首
 

に 
回
 日
 
の 

査 
の 

面 
い 区
 中
 

の 
商
 

器 
が
 
遣 に
 っ 

は 噴
 が 

て 
か 

ぶ
 
王 
区
 。 

査
 

水
 

( 
路
 
管
 

り
 
謗
 

削 
床 

て 
地
 
の 

4
 

いい 
人
 笛
 

と 
は
 

辺
 
、
 
器
 

し
 
と
 

若
 

丸
 
る
 

調
 

。 
外
 下 

淡
 配
 。 よ 
。
 

っ 
人 A 

そ
 

約 
ぶ 

土
 こ
 端
 
周 

く 
辺
 

土 
認
 こ 

要 
も も 
軒
 
あ
 

炊
 

。 
内
 

共 
3 

S
S
 

東 
る
 
管
 

面
 
行
 
を て
 た
 
下
 
に に . 

る
 
西
 

) 広
 
周 に る

 
確
 
る
 
礁
 物
 (
で
 

7
 

/ 
公
 

在
 道
 。 

央 
な 

水 
璧 

を 
区 

し 
っ 

路 
左
上
 

いと 
し
 
2 
辺
 われ を 

な
 さ
む
 遣
 
点
 
料
 

]。 
寺
 
全
 

2 
所
 水
 

中 
ら
 
下
 
、
 業
 
査
 と い 
道
 

否
 
地
 し 

拉
 

X 
少 
D
 周
 さ
 
構 と し

 
含
 

土 
4 
資
 

宇
 
保
 

年
 

分
 

下 
。 

野 
か 
の 

集 
作 

調 
区 

て 
の 

( 
維
 

れ
 
北 S
 の 

Ss 
区
 
定
 
遣
 後
 を 
出
る
 
計
 
の 

跡
 

分
 
境
 
貢
 
査
 

9/ 
国
 
。
 

分 
m 
採
 

録
 の
 

地 
め 
在
 )
 に
 

まま 
区
 
(
区
 
の
 
7
 
想
 
か
 
前
 物
 、 き

 
合
 
期
 

。 
国
 

環 
弘 

調 
1 

m 
木
 い る

 
原
 

部 
% 
の 
記
 

向 
B 

進 
現 

層 
中 

含 
査
 て 区
 

区
 

A 
が 

つ 
m 
中
 

り 
で 
は
 
建
 

人
 

幸二 
名
 
で
 

八
 

て 
あ
 
三
 

路 
ら 
物
 

面 
方
 
を
 て
 、
0
 

壊 
が 

調
 7
 

2
 
。
 
設
 く
 4A 

の 
な
け
 
瓦
 
創
 

語
 

人
 
特
 
坂
 
立
 
平 旨
 容
れ
 
で
 
、
 

道 
お 

遺 
図 

北
 区 し

 
果
 
(
 
土
 
物
 
に 

A
B
.
 
る
 
施 い
 2 
代
 
と
 付
 
連
 
も
 

ー
 

内
 は さ
 
査
 は
 る 

る を ミ 
で
 

. 
南
 査
 

分
 
結
 
土 
の
 
遣
 

的 
、A1 

あ
 
の 

で
 
が
 
証
 
面
 
置
 た
 れ
 

。
 器
 。 

地 
名 

者 
別 

間 
積 
査
 査
 画 

調 
地 

測 
べ 

囲 
真 
、
 調 

区 
の 
色
 ) の 
体
 が 、

B
 
に 

ど 
区 

且 
、 

構 
位 

し 
ず
 

ぁ
 淡
 。 

ー
ー
 

期 
調
 調 計 

会 
査
 を m 
範
 
写
 は は
 の 

に
 
査 

宰 
翌
 代
 人
 全
 い 
く
 
と
 
向
 
な 

査 
胆 
遺
 
に
 土
 い 

ー
 

査
 
才 

本
 
で 
立
 

調 
m 
和 
な
 。 、
 業
 向 

隔 
調 

混 
1 

古 
。 な
 
多
 
辺
 

傾 
房
 
調 の

 所 
が
 
頃
 

出 
し 

ニニ 
所
 
事
 
担
 

種 調 
調
 

1 
内
 
.
 う
 。 

刀 
0 
能
 

後 
作 

方 
間 

礁
 ( ど

 
た
 

少 
が 

周 
い 
人
 僧
 
の 

K
 

面
 め
 。
 
り
 



(
な
 
仰
せ
 

W
M
 ベ
 選
 o
e
)
+
 引
 野
 

紛
 困
 

(
な
 人
 る
 トト 人

 ベ
ベ
 E
m
e
)
+
 最
 才 革

 虹
 朋
 

(
な
 爺
 る
 ト
 ベ
 E
e
e
)
 
員
 a
a
 訟
 考
 ペ
 リ
 敵
 臣
 

( 放 伯
 の
 W
M
 上 ボ

 選
 の
 ) 

二
 則
 正
 才
 ベ
リ
 

明
 肝
 

(な は 人
 る
 ト
ペ
 4
 ベベ S

e
)
+
 
細
 思
 農 麗 

++ 竹
 食
 異
 本
 再
 裁
 ペ
リ
ー
 

(
な
 多
い
 

の
 当
 沿
 友
 ・。]) 

半
 許
 念
 異
 理
由
 ハ
ー
 ご
 

++ 冗
 念
 異
 琶
 老 こ ベリー 

二
 許
 令
 異
 配
 浪
 れ トー ご

 
(
な
 人
 M
M
 

忌
 oe
)
 和 二
手
 

念
 暴
 同
 果
 暴
 遇
 甘
 

度
合
 異
同
 

(
な
 仰
る
 

人
 尋
 聞
 巡
 )
 二 同
軸
 搬
 リ
ー
 

(
人
 

の
 W
E
 コ
ー
e
)
 半
 度
 念
 思
想
 

農
 肝
 

9
/
 

が
 6
 て 
ミ
 

4
 が
 

で
 e
o
 

8/94A01 
へ
 ゅ る
 

さ
だ
 

oo 
さ
 ゅ る
 

に
 の ビ
 
-
 

に
 < ゅ る
 

で
 さこ ご

 
で
 ジミ 
稀
 

ば
 義
 

ky 
i 

ks 

損
 器
 凶
 

震
 < 

k
 
ベ
 

Y=41,.590. 

15 次 調査 
確認 No.36 2003 

(平面 図 ) 
(S=1/250) 10m 

Y=41.570. 

NNN 

= 較 共 噴 回 ・ 珈 再 欧 



レー 

ーー 

10 

マー ブイ ーー ーー 
ンー / IN 

出土 遺物 1



A4 区 1・4・8 層 :26 
ーー Al1 区 10 層 :27 

Bl 区 10 層 :25 
B2 区 10 層 :28 

0 (Ss1/5) ニュ 

ii 

参考 資料 (S KH10 型 式 a 類 ) 

出土 遺物 2 

出土 し た 軒 平 過 (SH10 型式 ) の 中 心 飾り 周辺 の 資料 で ある 。S KH10 型式 は これ まで 本 資料 を 含め 

国分 寺 か ら 4 点 、 国 分 遺跡 (SBH10 型式 ) で 1 点 の 合計 5 点 が 確認 され て お り 、 これ ら の 資料 を 再 確 

認 し た と ころ 、 向 か っ て 中 心 飾り 左側 の 外 傷 の 有無 で 細分 で きる 可能 性 が 出 て きた (ここ で は 第 傷 が な 

いも の を &a 類 、 あ る も の を >b 類 と する )。 ま た 第 傷 が な い &a 類 は 周縁 が 高く 約 1 cm、 第 傷 が ある b 類 は 

0.5cm 前 後 と 低く な る 傾向 が あり 、 他 の 資料 で は 瓦 当 面 に 布目 痕 が 残る も の が 目立つ 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 調査 面積 と 時 間 的 制約 か ら 全 体 的 な こと は 把握 し に くい が 、 古代 と 中 世 初め 頃 の 遺構 

遺物 を 確認 する こと が で きた 。 特 に A 7 区 周辺 か ら 出土 し た 土器 は 、 こ れ ま で 報告 例 が 少な い 淡 路 国 分 

寺 創 建 期 (奈良 時 代 後半 頃 ) の 資料 に 位置 付け で きよ う 。 ま た 古代 の 遺物 包含 層 上 面 で 確認 し た 13 世 紀 

を 前 後 す る 遺構 ・ 遺 物 に つて は 、 西側 に 隣接 する 国分 遺跡 の 集落 の 拡大 期 と 重なり 、 一 次 講堂 廃絶 以後 、 

国分 寺 の 寺 域 内 に お いて も 集落 が 展開 し て いっ た こと を 示す 資料 と 考え られ る 。 (坂口 ) 

東 壁 層 序 (A ム 7 区 SX14 周 辺 ) 出土 遺物
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に の 調査 区 で は 弥生 時 代 の 遺構 は 確認 され ん てい ない が 、 遺 物 は 僅か な が ら 出 土 し て いる 。 南 池 南 束 で 

は 分 布 調 

が 高い 。 

代 中 

緑 竹 陶器 片 は 遺物 包含 

具 で 

査 で 土器 片 を 多く 採集 し て いる こと か ら 、 弥 生 時 代 の 遺構 が その 周辺 に 包 蔵 され て いる 可能 性 

建物 1・2・3 (飛鳥 時 代 ) つつ 建物 4・5 つ 建物 6 (奈良 時 代 前 半 ) つつ 建物 7 ・8 

期 ) ご 建物 10 つ 建物 11 (鎌倉 時 代 後半 ) と な る 。 

層 か ら が 3 点 、 遺 構 (77・182・230) か ら 3 点 出土 し た 。 ま た 、 包 含 層 より 円 

面 感 も 出土 し て お り 、 本 遺跡 を 官 衛 遺 跡 と し て 特徴 づけ る 出土 遺物 で ある 。 し か し 、 

ある 羽 釜 な どの 生活 雑 器 の 出土 が み ら れ 、 一 般 集 落 へ と 変化 し て いる 。 

建物 9 (平安 時 

「 世 に な る と 煮 炊 

掘 立柱 建物 の 柱 穴 か ら は 非常 に 多く の 製塩 土器 ( 丸 底 IV a 式 ) が 出土 し た ( 丸 底 V a ・b 式 に つい て 

は 本 書 
混入 が 考え られ る 。 平 安 時 代 
製塩 土器 
立地 し 同じ 製塩 土器 ( 丸 底 IVa 式 ) が 

「 岸 ノ 上 遺跡 3 次 調査 」 を 参照 ) 。 製塩 土器 は その 上 層 に は 含ま れ な いこ と か ら 、 遺 槽 

P 期 の 遺構 に も 製塩 土器 片 は 含ま れる が 、 奈 良 時 代 の 遺 

体 へ の 

確認 で き て いな い 。 ご み 穴 の よう な 廃棄 土塊 や 遺物 包含 層 か ら で は な い 出 土 状況 か ら 

な く 
施設 

大 日 

て いた 可能 性 が 考え られ る 。 約 1 km 北 に 立地 

に 流れ る 大 日 川 を 利用 し た 塩 の 集散 地 跡 の 

集散 に よる も の と 思わ れ 、 総 柱 建物 が 主 と な る 掘 立柱 建物 群 で 構成 さき れる 岸 ノ 上 遺跡 は 物資 の 保管 

、 側 柱 建 物 が 主 と な り 円 面 古 が 出土 し た 本 遺跡 は 管理 施設 と 考え られ る 。 

平城 京 で は 761 年 銘 の 「 阿 万 郷 」 か ら 塩 を 運ん だ と いう 木簡 が 出土 

> du 

し て お り 、 阿 方 地 

構 ほ は ど で は な い 。 

上 は 惣 殻 痕 が 認め られ る も の が 多く 、 ほ と ん ど が 小片 化し て いる 。 し か し 、 本 遺跡 か ら も 西 に 

昌 土 し て いる 岸 ノ 上 遺跡 で も 、 製 塩 土器 を 用 いた 塩 生産 の 痕跡 は 

、 生 産 ・ 消 費 で は 

域 で 作ら れ た 塩 を 

と その 支流 の 山路 川 を 利用 し て 運搬 する た め に 、 両 河川 沿い に は 塩 集散 に 関連 する 施設 が 置か れ 

する 嫁 ヶ 洋 遺跡 は 8 世紀 初頭 の 郡 衛 関連 遺 跡 で ある が 、 遺 

と 考え られ 、 山 路 川 沿い に は 官 衛 的 性 格 

平松 遺跡 が 立地 する 。 以 上 の こと か ら 本 遺跡 も 塩 の 集散 の 一 端 を 担っ て いた と 推測 する 。 
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